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お問い合わせ：コラーレ（tel. 0765-57-1201）

コラーレ倶楽部アクティブグループ
４月の活動予定

大人のピアノサークル　ドレミの会
ピアノを楽しんでいます。特に指導はありません。
▼４月２日㈯・９日㈯・19 日㈫ 各日 13:00 〜 17:00
　
弦楽サークル　楽屋ストリングス
ヴァイオリンを楽しみましょう。初心者大歓迎。
▼４月毎週㈪ 各日 19:30 〜 22:00
　
アコギを楽しむ会
アコースティック・ギターを楽しみます。見学歓迎。
▼ミーティング：４月 10 日㈰ 19:00 〜 22:00
　　　　　　　　４月 17 日㈰ 19:00 〜 22:00
　
消しゴムはんこづくり　ぺったん
１回だけの参加も大歓迎。初心者もＯＫ、材料費必要。
▼４月 28 日㈭ 19:30 〜 21:00「こいのぼり」
　
コラーレ倶楽部通信新聞部
この倶楽部通信を毎月作っています。お仲間募集中。
▼ミーティング：４月５日㈫ 19:30 〜 21:00

※予定している活動が中止になる場合があります。
　コラーレへお問い合せください。

今月のひとりごと

学びはいつから始めても OK
　４月は入園入学式や入社式が行われる時期です。そし
て、巷では新しい何かを学びたい気持ちが湧いてくる時
期でもあるようで、声を聞いてみると……。
●大学受験の時に丸暗記した日本史が今読み直すと結構
　面白いことに気づいた。（40 代女性）
●書道を真剣に。冠婚葬祭の時に記帳の文字がうまく書
　けず、いつも残念に思っている。（50 代男性）
●接待で始めたゴルフだが、改めて本格的に習いたい。
　（70 代男性）
●練習が大嫌いだったピアノにもう一度チャレンジして
　１曲でもまともに弾けるようになりたい。
　（20 代女性）
●受験に必要な文法より、外国人と話せる英語を学び
　い。（30 代男性）
●学生時代に格闘した独語に再挑戦。ニーチェを読みた
　い。（60 代男性）
　などなど、目立つのは小学生でやめてしまったり、中
途半端に投げ出してしまった楽器への再チャレンジ。そ
れから、使えるための語学を挙げる人が多数でした。
　何かを学ぼうとする気持ちや、もう一度学び直す意欲
の高さは老若男女を問わないようです。明るく前へ進も
う。

重要なお知らせ

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止のた
め、今後の状況によっては、コラーレが「臨
時休館」となる場合がございます。
　また、開館中であっても今後予定している
「イベントの開催が中止・延期」になる場合
がございます。詳しくは各主催者にお問い合
せください。
　ご理解を賜りますようお願いいたします。

大人のピアノ「ドレミの会」にオジャマ

大人のピアノ「ドレミの会」メンバー募集中

ピアノが好きな大人たちが集まるサークルです。
毎月、コラーレのセミコンピアノを囲み、
おしゃべりしながら、それぞれ好きな曲を練習しています。
ピアノ教室ではないので指導はありません。
秋にはアットホームな発表会もしています。

参加資格：コラーレ倶楽部会員（いつでも入会できます）

※お申し込み・お問い合わせはコラーレまで（tel. 0765-57-1201）

　こんなお二人を見ていると、思い出す光景がありました。休み時
間にオルガンを囲んで連弾している女子児童の姿。いくつになって
も、純粋にピアノを楽しむ時間がここにあります。

　お互いの距離を保ちつつ、談笑しながら順番待ち。コロナ禍にな
る前はお菓子を持ち寄り、お茶を飲みながら一服する時間もありま
したが、今は我慢の時。お茶タイムは楽しみの一つなのにぃ。

　アクティブグループの中でも長い活動を誇るのがピアノサークル「ドレミの会」。月に２回、コラーレのリハーサル室にメン
バーが集まります。ドアを開けると、ピアノの音色と朗らかな笑顔で迎えてくださいました。

　「サークルがある日の 13:00 から 17:00 の間、各自
が都合の良い時間に来るんです。自分の好きな曲を存分
に弾いて、いつ帰るのも自由。先生もいないので、指
導を受けるというキッチリしたこともなく、気楽。で
もね、気楽といっても年に１度のティータイムコンサー
トは心臓が止まりそうなくらい緊張するのよ〜！　な
んでこんな事始めたんだろうってって思うのよ ( 笑 )」
代表の松木さんをはじめ、メンバーの方々からも次々に
コンサートへの思いが語られました。
　「発表会があるから、１曲を完成させなきゃ！　って
ヤル気になるのよね」「やっぱり、人前で弾くのは張り
合いになるね。脳の活性化になる！」「ドレミの発表会
を観に来て、私もやってみようかなって」「喜びがある
から続いているの。楽しく弾くのが一番。それをお客様に観ていただきましょうという気持ちでね」
　さぁ、今年のコンサートは 10 月２日とすでに決定しているそうです。まだ公演に向けてのスイッチは入っていないということ
でしたが、「どの曲を弾こうか」なんて、今から心のどこかにあるのでは？　お話を伺っている横では、順番にピアノに向かう
姿がありました。「日頃、家で楽しんでいる曲を弾いたりしてるんです。クラシック、ジャズ、歌謡曲など、それぞれに得意なジャ
ンルがあって。他の人が弾く曲は、良い刺激になるんですよ。クラシックもね、簡単に弾ける楽譜があるの。そういうのも皆で
情報交換しあったりして。メンバーそれぞれが色んな人生経験をしてきて、色んな話ができるのも楽しいのよ」
　松木さんは、コラーレにアクティブグループがあるおかげでドレミの会が成り立っていることに感謝しているとも話されまし
た。住んでいる地域、年齢、経験も様々な仲間が集う場。富山、魚津、黒部、入善、朝日と広い地域から女性９名、男性５名の
方が在籍しています。初めての人も、経験者だった人も、ピアノ教室に通っている人も「ピアノが好き！」で繋がっているこの
会に、貴方の席も用意してありますよ〜。 （TEXT ＝ Ｐ）

ピアノ好きが集まる場

＜あなたは何を学びたいですか？＞



こんなン観てきました！
コンサート、お芝居、映画、美術展など、倶楽部会員からの鑑賞レポートが届きました。

編集後記
■もう忘れてしまいそうですが、２年前コロナ禍で国民は国から 10 万円給付されました。使い道は食品・日用品と貯蓄に集中したとか。あ
　の 10 万円を私はどこにどうしたのか思い出せない。あなたはどうですか？　＜み＞
■ウチでは新聞紙は生活に欠かせない必須アイテム。情報を入手した後は生ゴミを包み、ペットの排泄物を包み、清掃にもお役立ち！　こん
　な重宝品が今や「絶滅危惧種」なんですと！　「新聞で包む、下敷きにする」文化に未来はないのか !?　＜パペポ＞
■先般コロナワクチン３回目の集団接種を受けてきました。モデルナ製。受ける前後にたっぷり水分補給をと言われましたが副反応が出てし
　まい、接種翌日は微熱と体中が筋肉痛でしたが、１日だけで回復。これで免疫力ＵＰ！ と願いたい。　＜布袋＞
■最近姪っ子の間で流行っている事は、あやとり。ママの携帯を使って「あやとりできる？」ってよく質問メールを送ってきます。ちょっと
　気になってやってみたのですが、体が覚えているもので勝手に手が動く！　でも何を作っているのか分からない ( 笑 )。　＜月がふたつ＞
■４月は春真っ盛り。ピンクや黄色、色とりどりの花が喜びを競うように咲き始めます。独特のほろ苦さにデトックス効果が感じられる山菜
　も出始めます。空に向かって背伸びをしたいのは人も植物も同じかな。　＜ニョキニョキ＞
■昨年夏から実施していた「もっと地元で愉しもう！ 県民割引キャンペーン」を使ってみました。申込み手続きに面倒なこともなく、スムー
　ズに温泉旅館に到着。こんな機会がないと、県内で宿泊することもあまりないからね。ゆったりと温泉を満喫出来ました。　＜どら＞

　２月も末に近づき春もすぐそこという気配とは裏腹
に、冬型の気圧配置も最後の大暴れと言わんばかりの積
雪に見舞われた。前日の晴天をはさみ、再びどんよりと
曇り空に。こんな日は美術鑑賞でも。
　黒部市美術館を訪れると美術館所有の版画の企画展
「コレクション展 まなざしのゆくえ」が開催されてい
た。日常出会う植物や石ころ、詩、メロディー、冬の空
などを作家がどのように見つめたのかが、作品を通して
紹介されていた。
　メゾチント版画の丹

た ん あ み

阿弥丹
に わ こ

波子氏や浜口陽三氏らの作
品には単色ながらも緻密な陰影で色彩感が表されてい
て、この版画のもつ奥深い魅力にとても驚かされた。ま
た池田満寿夫氏の銅版画「色の中の婦人」と題された作
品もあった。美術だけにとどまらず、文学では芥川賞を
受賞し、その多彩さでテレビのバラエティー番組やお茶
の間でも人気のあった氏の作品を黒部市が所有している
ことに驚いた。他にも様々な技法による作品も展示され、
表現の全く異なる版画の魅力に、深く吸い込まれるよう
な感覚を覚えた。
　そんな中で私が特に印象に残った作品が、版画作家の
柄澤斎氏と作詞家の岡田隆彦氏の合作「詩画集植物の睡
眠」。私は鑑賞にあたってとても視力が悪く極度の近眼
かつ老眼、眼鏡を外して作品から 15 ㎝程の距離でやっ
と焦点が合う。ただこの距離だとすこぶるよく見える。
この近さで見える無数の曲線が放つ強烈なエネルギー
が、見る者の心を大きくかき混ぜる。言葉を発しないは
ずの植物の声が聞こえそうなほど。
　観賞を終え外に出ると、どんよりとした雲が空を埋め
ていた。伸びた植物の葉先が空をかき混ぜるように揺れ、
まるで植物の意思を聞いた気がした。

＜グリーンマイルみたい／男性＞

プリンセスＱＰ ズバリ占う！あなたの４月の運勢
【１月生】周囲から注目が集まる星回り。恋愛は苦しい恋を強
いられる。金運平穏。仕事は成功の兆し、成果が出る。
【２月生】素直な気持ちになる星回り。恋愛運絶好調。金運は
以前した親切がお礼の品や金銭で戻る。仕事は念願叶う。
【３月生】気が散ってしまう星回り。恋愛は人の視線が気にな
る。金運平穏。仕事は暗雲あり、負けずに頑張れば吉。
【４月生】目から鱗が落ちる体験をする星回り。恋愛は危ない
恋に注意。金運好調。仕事は波乱、信頼できる人に相談。
【５月生】健康的に過ごせる星回り。睡眠の質を上げよ。恋愛
は進展を見る吉。金運良好。仕事は信頼度がアップし吉。
【６月生】積極性が幸運につながる星回り。恋愛運好調。金運
絶好調。仕事は秩序が乱れる、冷静さをキープして吉。

【７月生】人に振り回される星回り。決断は急がない。恋愛運
低迷。金運高価な品に注意。仕事は自分の姿勢を貫いて吉。
【８月生】努力が評価される星回り。地道に丁寧に。恋愛運好
調。金運無駄遣い注意。仕事は良き理解者が出現し吉。
【９月生】一歩踏み出すチャンス到来の星回り。豊かな実りあ
り。恋愛運絶好調。金運低調。仕事は心に余裕が必要。
【10 月生】規模の大きな話が耳に入る星回り。話は多方面か
ら聞けば無難。恋愛運絶好調。金運好調。仕事は好機逃すな。
【11 月生】感性が鋭くなる星回り。恋愛運低調。金運は家族
への出費あり、出し惜しみしないで吉。仕事は大きな進展あり。
【12 月生】ライバルとは良い刺激を与え合える星回り。恋愛
運良好。金運支払の再照合を。仕事運絶好調、成果を得る。

※恋愛運は愛情運の一部です。恋愛運が絶好調なら愛情運も凄く良いと思ってください。老若男女、既婚の方もお楽しみください。

コ ラ ー レ 倶 楽 部 　 鑑 賞 レ ポ ー ト

コレクション展 まなざしのゆくえ
2022 年２月 27 日／黒部市美術館

■ ３泊４日で巡る久々の県外旅行
　第５波のコロナ禍が沈静化している昨年 12 月上旬。念願の「壱
岐・対馬・五島の旅」が実現できました。富山空港の朝１便で羽田
を経由し、福岡空港着。博多港から、ジェットフォイルで壱岐水道
を渡る約１時間の船旅で、17 時に壱岐の郷ノ浦港に到着。１日目
は壱岐泊です。
　

■ 壱岐で名所・旧跡巡り
　２日目は壱岐観光。壱岐島は、東
西 15 ㎞、南北 17 ㎞で、ほぼ円形。
福岡県と対馬の中間に浮かぶ自然豊
かな歴史の島です。『魏志倭人伝』
にも登場し、名所・旧跡が数多く点
在します。まずは代表スポット「猿
岩」へ。海岸には、高さ 45 ｍの猿
にそっくりな巨大な玄武岩がひとき
わ目立ってそびえ立っています。まさに大自然が生み出した奇岩。
この近くには、戦艦土佐の主砲を移築してつくられた７階建ての地
下施設「黒崎砲台跡」もあります。
　断崖絶壁の光景が約１㎞続く「左

さきょうばな
京鼻」は、福井の東尋坊のよう。

海岸の芝生には、玄界灘からの強い風に抗して、だるま菊が咲いて
いました。同じ地域にあるのが、海中に祀られている「はらほげ地
蔵」。とても小さくて可愛いい６体のお地蔵さんで、お腹に３㎝程
の穴が開いていました。そして次は、故黒川紀章氏がデザインした
「壱岐市立一

い き こ く
支国博物館」へ。周囲の山並みに沿って曲線を描く天

然芝の屋根が印象的な建物で、『魏志倭人伝』に記される「一支国」
の王都原の辻遺跡もあり、弥生時代のロマンに浸れた時間でした。
　午後からは、郷ノ浦港から約２時間のフェリー移動。玄界灘の荒
波に船酔いぎみで、対馬の厳原港に到着。
　

■ 日本で朝鮮半島に最も近い対馬の自然と文化
　対馬海峡に浮かぶ対馬島は、平地が少なく、島の約 90％が山地
で、各地に原生林が多く残されています。ツシマヤマネコは日本で
はここでしか見られない大陸系生物で、ツシマテンなど世界で対馬
にしかいない固有の生物からなる独特な生態系があります。
　対馬は日本で朝鮮半島に最も近く、青銅器文化、稲作、仏教、漢
字などを伝える日本の窓口でした。また朝鮮半島との間では古くか
ら貿易などの交流が盛んに行われたことで、数多くの書物、仏像、
朝鮮式山城の金田遺跡や文化財が残ります。江戸時代には 12 回に
わたり、朝鮮通信使が対馬を経由し江戸に来ていました。
　

■ 対馬で名所・旧跡巡り
　対馬が気に入り居ついたという韓
国人の案内で、対馬の名所巡りです。
対馬の上下島を結ぶ「万

まんぜきばし
関橋」を車

窓から見ました。この橋は明治後期、
南下政策をとるロシアとの戦争機運
が高まり、日本海軍が水雷艇を対馬
海峡東水道に出撃させるため、明治
34 年に浅茅湾と三浦湾の間に開削し
た万関瀬戸にかかっています。
　日本屈指のリアス式海岸・浅茅湾の最深部に鎮座する「和

わ た づ み
多都美

神社」は、海幸山幸伝承と竜宮伝説に彩られ、海の神である彦火火
出見尊と豊玉姫命を祀っています。本殿へ向かう５つの鳥居のうち
２つは海中に立ち、潮の干満により大きく情景が変化し、原生林に
覆われた社殿は荘厳です。
　続いて訪れたのは「烏

え ぼ し だ け
帽子岳展望台」。標高 176m の烏帽子岳

山頂にある 360 度のパノラマ展望台です。駐車場から展望台まで
145 段の階段を登ると、東に対馬海峡、西に朝鮮海峡が広がり、
複雑な入り江と無数の島々が織りなす景観が一望できました。この
日は快晴に恵まれ、対馬から49.5㎞離れた韓国の馬山・釜山の山々
が遠望でき、西に沈みゆく夕陽が綺麗で印象的でした。
　この日は対馬泊。対馬海峡を望むホテルでの夕食は、目の前で焼
きあがる石焼き会席に舌鼓です。　［旅は次号へ続きます］

＜ K・N ／ 70 代男性＞

わ た し の た び 紀 行

壱
い き の

岐・対
つ し ま

馬・五
ご と う

島の旅 ①（全３回）
古代からの架け橋、壱岐・対馬

コラーレ倶楽部の広場

新 聞 部 か ら の お て が み

　いよいよ新年度。ピカピカの１年生の姿は見ているこちらも微笑
ましく明るい気持ちにしてくれます。心機一転何か新しいことに挑
戦してみたくもなりますね。４月は語学講座のテキストがよく売れ
るそうです。
　今月の特集は大人のピアノ「ドレミの会」にオジャマしました。
和気あいあいの活動の様子が伝わってきます。独りでコツコツも良
いのですが仲間と一緒なら、ピアノチャレンジも楽しいかもしれま
せん。ピアノに興味のお有りの方は覗いてみませんか。

　TAIRIK さん（ヴァイオリン、ヴィオラ）、SUGURU
さん（ピアノ）、KENTA さん（ヴァイオリン）の３人
による TSUKEMEN コンサートを観てきました。音の創
作料理ということで、前半は二つの曲をミックスした曲
やクラシックのメドレー曲、そしてジャズ等が素敵なア
レンジで演奏され、３人の演奏パフォーマンスやトーク
に引き込まれました。
　最初に「くるみ割り人形」の軽やかなメドレーから始
まりました。そして、「ラ・ラ・カノン」は「ラ・ラ・
ランド」と「カノン」のミックス。「ゴジラヴェル」は
映画「ゴジラ」のテーマ曲と「ラヴェルのピアノ協奏曲」
のミックスという具合に面白い曲名が付いており、それ
ぞれの曲のテーマ的部分を融合させた音楽の創作料理が
披露されました。「枯葉」や「スワン・レイク・シャレー
ド」（バレエ音楽「白鳥の湖」とオードリーの映画「シャ
レード」をミックスした曲）では、TAIRIK さんがヴァ
イオリンをヴィオラに持ち替え、KENTA さんのヴァイ
オリンがとてもジャジーで良かったです。前半最後の「ピ
アソラ MIX」は、ピアソラの「リベルタンゴ」「アディ
オス・ノニーニ」等の有名な曲がメドレーで演奏され、
ピアノやヴァイオリンの魅力が伝わってきました。
　後半は TSUKEMEN メンバーがそれぞれ作曲した曲で
構成されており、明るい曲調の「HAPPY キッチン」か
ら始まりました。「蝉時雨」ではヴァイオリンで蚊が飛
ぶ音や空に花火が上がる音を表現して、会場を沸かせま
した。「HAYABUSA」では KENTA さんさんが二胡を演
奏し、多彩な一面に驚かされました。アンコールはチッ
ク・コリアの「スペイン」。３人がそれぞれ技術を披露
したソロの部分で、会場から拍手喝采が起こりました。
本当に気持ちが HAPPY になるコンサートでした。

＜ヒスイの森／ 50 代女性＞

TSUKEMEN CONCERT
HAPPY キッチン

2022 年１月 30 日／コラーレ

＜か＞


